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～生きがいと元気を生み出す愛着あるふるさとづくり～

 蓮沼むらづくり協議会
www.hasunuma-v.org    事務局 080-7837-3800

蓮沼むらづくり

構成：【会員】全住民3,474名（3/1現在） 【構成団体】22組織 【委員】49名⇒【役員会】22名
会議：定時総会（年1回） 委員全体会議（年2回） 各部会の会議、役員会議（月1回）

会長 秋葉俊雄

蓮沼にお住まいの皆さまへ
圧着・二つ折りを開いて、

  ご家族皆さまでご覧ください。

蓮沼むらづくり協議会だより 第1６号

【発行】 蓮沼むらづくり協議会 会長 秋葉俊雄 www.hasunuma-v.org

~生きがいと元気を生み出す愛着あるふるさとづくり~
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「蓮沼むらづくり協議会」は、市民が主体となって、身近な地域の課題解決に取り組
む組織です。 区長会、消防団、ＰＴＡ、保育園・小中学校、各種の地域団体の計
22団体が手を携えて、山武市の【地域まちづくり事業】として、10年目になります。

『生きがいと元気を生み出す愛着あるふるさとづくり』にむけ、蓮沼の課題を話し合
い・行動し、知恵と力を寄せ合って、地域に役立つ取り組みをすすめています。
さらに多くの方々とふるさとづくりを拡げたく、 ”ちょこっと”ボランティアを募集します。

（※詳しくは、裏面にて）

”ちょこっと”ボランティア



▼教育・郷土・文化部会

▼環境・産業部会

▼福祉・防災部会

＜令和６年度・主な取組みより＞



蓮沼の人口 合計 男性 女性
６５歳
以上

高齢化率
65歳以上

平成２８年 4,100人 2,039人 2,061人 1,331人 32.46%

平成２９年 4,003人 1,989人 2,014人 1,373人 34.30%

平成３０年 3,909人 1,953人 1,956人 1,327人 33.95%

平成３１年 3,881人 1,940人 1,941人 1,335人 33.40%

令和２年2/1 3,816人 1,907人 1,909人 1,346人 35.27％

令和３年2/1 3,758人 1,881人 1,877人 1,367人 36.38％

令和４年3/1 3,648人 1,824人 1,824人 1,347人 36.92％

令和５年3/1 3,628人 1,835人 1,793人 1,341人 36.96％

令和６年3/1 3,535人 1,779人 1,756人 1,332人 37.68%

令和７年3/1 3,474人 1,756人 1,718人 1,330人 38.28%

▼当会の【最新情報】↓

蓮沼むらづくり

”ちょこっと”
お時間ある時、ご協力できること
”ちょこっと”ボランティアで、
当会の活動へお手伝いください。

↓↓
 ＊例   ・買い物サポートの同行（ワゴン車）

・はにわ道沿いヒマワリ～菜の花植栽
・子ども110番登録宅のプレート更新
・ボッチャ大会の運営スタッフ
・フォトコンテスト、救急医療キット訪問
・平時～災害時の避難所運営
・地域イベントの運営協力、など

どなたでも、お気軽にお知らせください
  蓮沼むらづくり協議会事務局（秋葉、金澤）

 080-7837-3800
 hasunumamura＠gmail.com

季
節
で
色
々

【後記】
令和６年度は、各地で大き
な地震や記録的大雨・台風
などの被害、冬は記録的な降
雪や乾燥による山火事の発
生など、自然災害が相次いで
います。避難生活や被災環
境から１日も早い復旧が望ま
れます。
東日本大震災から14周年、

あらためて災害に備え平時の
準備へ、「もしもへ、いつも、
忘れない」の大切さを・・・。

ネットで【防災ハザードマップ】
山武市【防災ハザードマップ】インターネット版が３月公開。

水害・土砂・津波・地震の種別を選び、指定した場所が

「どういう被害がありそうか」が、スマホでもチェックできます。

https://www.city.sammu.lg.jp/hazardmap/index.html

https://www.city.sammu.lg.jp/hazardmap/index.html


別紙１ 

              令和６年度 事業実施状況（事業別）    令和 7年 3月 31日 蓮沼むらづくり協議会 

 事業名・取組項目 時期 対象 事業内容 備考 

福
祉
防
災
事
業 

健康と福祉の増進、及び安全・安心なむらづくりの推進    

 
 
 
 
 
 
 
拡 
 

ふれあい交流事業 
（沿道へ花の植栽) 

５月～ 
１０月 

地域内 
はにわ道沿いにひまわり～菜の花の植栽
を通し、地区内のふれあい交流～環境美
化を考える機会につなげる 

菜の花刈取 5/11、花壇製作 6/14、

ひまわり播種 6/15、撤去 9/14、花

壇修理 10/5、菜の花播種 10/12 

地域支え合い事業 
（買い物支援サービス） 

通年 
第２・４㊐ 

利用 
登録者 

普段の買物に不便を感じている方を支援
するため、地元商店での買い物へ送迎（特
養海の車両支援）、新規登録の拡大促進 

登録者 24 名、年間計 23 回実施、

累計 58 名利用、登録者から意見

要望を集約（4 月往復ハガキ実施） 

講座開設事業（防災・避難） 中止 全住民 
災害時の避難場所の確認、情報伝達・移
動支援、避難所運営の支援（受付、案内）、

ハザートマップ周知に係る出前講座⇒見送 

7/20 全体会「蓮沼地域の防災活

動」＝関係団体・機関が調整できる

場の必要性等を率直に意見交換 

教
育
郷
土
文
化
事
業 

社会教育活動を通じた地域の絆づくりと、住民交流及び郷土文化の保存 

 
 
 
拡 
 
 
 
 
 
 
新 
 

青少年団体の関係者意見
交換会 

６月 地域内 
ＰＴＡ･相談員･子ども会･スポ少等の役員が
各活動や児童･生徒等の課題を話し合う 

相互理解を深め連携した取組みの

一助につなげる⇒6/22参加 7名 

蓮沼海岸ゴミ拾いフェス 
＆宝探しゲーム＠中下海岸 

中止 教育機関 
スポーツｇｏｍｉ活動を視野に、蓮沼海岸の
美化と愛着を深めるきっかけに ⇒見送 

蓮小・望洋中と提携し検討、緑海ま

ち協連携も視野⇒準備体制で未達 

蓮沼小バザー支援事業 
 ⇒「児童集会」へ運営協力 

２月 教育機関 
バザーへのサポートを通じ、学校と地域の
つながりにより、子ども達の社会性を育む 

愛郷心を育む事業を併行して企画 

⇒2/6「蓮小児童集会」かるた協力 

世代間交流ボッチャ大会 １月 
教育機関
全住民 

地区内の児童生徒・親子・高齢者、市内 2
協議会が参加し交流を促進 

多層なチーム編制での参加推進

し、1/25開催（16チーム・46名） 

蓮沼ソニックフェスティバル
企画支援 

通年 全住民 
蓮沼中学校跡地での音楽・交流のフェスの
実現に向け実行委員会へ協力（PR、打合） 

本年度は準備期間としフェス実行

委協力⇒7/13・12/14マルシェ PR 

環
境
産
業
事
業 

地区内の関係団体が連携し、環境整備や産業・地域振興に向けた取り組み 

 
 
 
 
 
拡 
 
拡 
 
 

ひまわり育成奨励事業 ４月 
教育機関
地域内 

保育園・蓮沼小・望洋中、道の駅・交流セン
ター等、ひまわり育成を通じ、協議会ＰＲ 

4/17 種配布（ﾎﾟｹｯﾄﾃｲｯｼｭ同封）各

所プランター設置 

かかしコンテスト２０２４ ７～８月 地域内 
米作りから田んぼ景観の伝承・豊作祈願等

によるふれ合いと助け合いの機会 

7/10応募〆、7/14相談会 

7/27 搬入～道の駅展示～審査、

8/18表彰式(会場)交流センター 
情報発信のプラットホーム
取組み事業 

通年 地域内 
道の駅と連携した地域情報発信を中高生

～千葉商大学生と意見交換から継続検討 

地域情報発信の在り方、ポータル

サイトの検討は未達で継続課題に 

フォトコンテストはすぬま 
２０２４ “蓮沼・松尾らしさ” 

12月募集 
2月展示 

地域内 
蓮沼地域の行事・風景を被写体とした写真
を募集しコンテストを拡幅⇒81作品（29名） 

12/10～1/15 募集、選考審査、展

示 2/8～28上位 30品、2/9表彰式 

故郷はすぬま伝承事業 通年 地域内 
蓮沼の偉人を地域内外へＰＲするチラシ作

成、子ども達へ語り継ぐ取組み 

北川千代氏、秋葉祐之氏、鈴木孝

政氏の紹介チラシ増刷、ＰＲ継続 

共
通
事
業 

コミュニティの再生・活性化にむけて、様々な団体・個人が連携し、身近な課題の解決への取り組み  

 
 
 
 
拡 
 
 
 
 
 
 
 
拡 

救急医療情報キット活用 
配置事業 

通年 地域内 

高齢者の独居世帯の生活支援へ市と連携

し、説明訪問・情報更新へ区長・民生委員・
福祉推進委員・当会 4者実行委にて推進 

対象：65歳以上の高齢世帯、独居

世帯、介護世帯等。現登録＝241

世帯、306名へ配布後 1年経過時

にハガキ連絡～フォロー訪問等 

地域課題の意見交換会 
”連絡調整会議”の役割 

７月 地域内 
様々な団体・個人と連携し、活動～課題を
共有、地域課題の解決につなげる 

協議会全体の開催時テーマ設定

6/1総会、7/20全体会 
市内３地域協議会合同で研
修会開催 「避難所の運営」 

通年 
３協議会
合同 

協議会同士の情報共有と交歓交流を深
め、研修会の参画を継続 （⇒2/8研修会） 

6/20・8/29・9/26・12/12連絡会、1/25

ボッチャ大会招待、3/21成果報告会 

蓮沼地元開催のイベント行
事へ協力 

通年 地域内 
協力要請を基に参画し、地域組織としての

活動を広く内外へ PR 
4/21蓮沼ウォークフェス運営協力

8名、10/20福祉まつり⇒見合せ 
コニュティスクールへの運営
協力（学校運営協議会） 

通年 地区内 
中学校統合後に新設コミュニティスクール
へ、運営協力として当会委員参画 

協議会委員より代表 1名を 2期目

継続して参画し情報共有 
「Ｒ５地域づくりアンケート」 
結果分析から【むらづくり活動骨子】 

通年 地区内 
地域住民の声の寄せ合いからめぐりあい
へ、会発足時の【むらづくり活動骨子】改訂 

年間を通じて、全体会～役員会で

の地域課題の意見交換を活かす 

組
織
運
営
事
業 

周知広報・調査研究、むらづくり計画の策定、会議の実施、広報紙の発行等に係る組織運営の拡充   

 
拡 
 
 
 
 
拡 
 
 
 
 
 

広報紙発行・ＰＲ事業 ３月 全住民 
広報紙の作成発行、情報発信支援等実施
（地区内の広報チラシ折込支援）→当会ＰＲ 

圧着 A4ハガキ活用、〒料・印刷費

高騰で発行 1回 3/17（1471全戸） 

組織拡充事業 
（ＩＴ活用、情報提供の通信員） 

通年 全住民 
地区の身近な情報共有に向けて、WEB サイ
トの改善、ＩＴ機器の導入と活用 
地域密着の情報提供へ通信員の協力促進 

Ｗｅｂサイト随時更新（蓮沼関連） 

委員「ラインワークス」活用推進 

（事業別の情報発信～共有） 

委員の募集継続 通年 全住民 
協議会行事へ参加・協力していただく委員
募集を講座参加者・広報で呼びかけ 

気軽なお手伝い役「ちょこっとボラ

ンティア」を 3月広報で募集告知 

委員向けの情報共有 
会のＰＲ・認知度アップ 

通年 委員 
会全体、各部会の取組みの理解・共有、会

ＰＲ・認知度アップへ資材を活用（幟・シャツ） 

委員全体の一体感の醸成⇒全体

会年 3回（6・7・12無） 新資材活用 

各種会議 
 
各種研修会 

通年 委員 

・全体会（年 3回） 6月総会、7月、12月 
・役員会（月 1回定例） 会計監査 
・各部会会議（隔月） 

・各種実行委員会（ゴミ拾い、ボッチャ） 
・各種研修会への参画 

・年次定時総会（対面 6/1㊐）20名 
・7/20 全体会 「地域防災」16名 
・11/8 県「協働まちづくりセミナー」１名 
・11/16 社協「福祉有償運転講習会」２名 
・1/18 市「まちづくりセミナー」5名 
・2/8 市内３協議会「避難所運営」6名 
・3/21「成果報告会 in さんむ」4名) 

※例言・・・ 新＝今年度新規に取り組む内容の事業   拡＝前年度実績から拡充して取り組む内容の事業    2



別紙１ 

令和７年度 事業実施計画（事業別） 

“楽しく、笑顔の拡がる活動に”  令和 7年 6月 7 日 蓮沼むらづくり協議会 

 事業名・取組項目 時期 対象 事業内容 備考 

福
祉
防
災
事
業 

健康と福祉の増進、及び安全・安心なむらづくりの推進    

 
 
 
 
 
 
 
 
拡 
 

ふれあい交流事業 
（沿道へ花の植栽) 

５月～ 
１０月 

地域内 

はにわ道沿いにひまわり～菜の花の植栽

を通し、地区内のふれあい交流～環境美
化を考える機会につなげる 

菜の花刈取 5/18 種採 5/31、花壇

6/**ひまわり播種 6/**、撤去

9/**、土入 9/**花壇 10/**、菜の

花播種 10/**、花壇 10/** 

地域支え合い事業 
（買い物支援サービス） 

通年 
第２・４㊐ 

利用 
登録者 

普段の買物に不便を感じている方を支援す

るため、地元商店での買い物へ送迎（特養
海の車両支援）、新規登録の拡大促進 

5 月～買い物先をセイミヤのみに

（駐車場等の安全確保のため）、連

休考慮し設定（下期～縮小検討） 

講座開設事業（防災・避難） 下期 全住民 

災害時の避難場所の確認、情報伝達・移

動支援、避難所運営の支援（受付、案内）、
ハザートマップ周知に係る出前講座 

「蓮沼地域の防災活動」に係る関

係団体・機関が調整できる場の必

要性等を率直に意見交換する場 

教
育
郷
土
文
化
事
業 

社会教育活動を通じた地域の絆づくりと、住民交流及び郷土文化の保存 

 
 
 
 
 
 
 
 
新 
 
拡 

青少年団体の関係者意見
交換会 

下期 地域内 
ＰＴＡ･相談員･子ども会･スポ少等の役員が

各活動や児童･生徒等の課題を話し合う 

相互理解を深め連携した取組みの

一助につなげる 

蓮沼小バザー支援事業 
 ⇒「児童集会」へ運営協力 

２月 教育機関 
バザーへのサポートを通じ、学校と地域の

つながりにより、子ども達の社会性を育む 
愛郷心を育む事業を併行して企画 

世代間交流ボッチャ大会 １月 
教育機関

全住民 

地区内の児童生徒・親子・高齢者、市内 2

協議会が参加し交流を促進 

年代と所属を多層なチーム編制で

の参加推進 

ＳＵＮムシくんぬり絵の作品
展示（保育園・小学校連携） 

５月～ 
通年 

教育機関 
蓮沼保育園・蓮沼小との連携で子どものぬ

り絵作品を集約し、交流センターにて展示 

保育園・小学校、交流センタ

ー、当会の４者協働で活性化 

「こども１１０番」の家登録者
の取組みへ蓮小 PTA協働 

通年 全住民 
地域ぐるみで子どもの安全を見守っていく

ボランティア活動をＰＴＡ協働で登録更新等 
登録者８２世帯（Ｒ７年２月末現在） 

環
境
産
業
事
業 

地区内の関係団体が連携し、環境整備や産業・地域振興に向けた取り組み 

 
 
拡 
 
 
 
 
拡 

ひまわり育成奨励事業 ４月 
教育機関
地域内 

保育園・蓮沼小・望洋中、道の駅・交流セン
ター等、ひまわり育成を通じ、協議会ＰＲ 

4/７～種配布（ﾎﾟｹｯﾄﾃｲｯｼｭ同封）

各所プランター設置 

かかしコンテスト２０２５ ７～８月 蓮沼松尾 
蓮沼・松尾の稲作田んぼ景観の伝承・豊作
祈願等によるふれ合いと助け合いの機会 

7/**応募〆、7/**相談会 

7/**搬入～道の駅展示～審査、

8/**表彰式(会場)交流センター 
フォトコンテストはすぬま 
２０２５ “蓮沼・松尾らしさ” 

12月募集 
2月展示 

蓮沼松尾 
蓮沼・松尾の行事・風景を被写体とした写
真作品を募集しコンテスト⇒**作品（**名） 

12/**～1/**募集、選考審査、展

示 2/*～**上位作品、2/**表彰式 

故郷はすぬま伝承事業 通年 地域内 
蓮沼の偉人を地域内外へＰＲ、子ども達へ
の語り継き、愛着あるふるさとづくりへ 

北川千代氏、秋葉祐之氏、鈴木孝

政氏の紹介チラシでＰＲ継続 

共
通
事
業 

コミュニティの再生・活性化にむけて、様々な団体・個人が連携し、身近な課題の解決への取り組み  

 
再 
 
 
拡 
 
 
 
 
 
拡 

救急医療情報キット活用 
配置事業【３年フォロアップ】 

通年 地域内 
高齢者の独居世帯の生活支援へ市と連携
し、説明訪問・情報更新へ区長・民生委員・
福祉推進委員・当会 4者実行委にて推進 

対象：65歳以上の高齢世帯、独居

世帯、介護世帯等。現登録＝241

世帯、306名へ配布後３年経過し

往復ハガキ連絡～フォロー訪問等 

地域課題の意見交換会 
”連絡調整会議”の役割 

７月 
１０月 

地域内 
様々な団体・個人と連携し、活動～課題を
共有、地域課題の解決につなげる 

協議会全体の開催時テーマ設定

7/**全体会、10/**全体会 

市内３地域協議会合同で研
修会開催 

通年 
３協議会
合同 

協議会同士の情報共有と交歓交流を深
め、研修会の参画を継続 （2/**研修会） 

6/**・8/**・9/**・12/**連絡会、1/**ボ

ッチャ大会招待、3/**成果報告会 

蓮沼地元開催のイベント行
事へ協力 

通年 地域内 
協力要請を基に参画し、地域組織としての
活動を広く内外へ PR 

5/18 蓮沼ウォークフェス運営協力

8名、各種のイベント行事等へ 

【むらづくり活動骨子】改訂 
（仮）「防災安心むらづくり中期計画」 

下期 地区内 
Ｒ５地域づくりアンケートで声の寄せ合いも
とに、会発足時【むらづくり活動骨子】改訂 

先達地域（香取市等）へ調査研究

（バス見学会、学習会）～中計策定 

組
織
運
営
事
業 

周知広報・調査研究、むらづくり計画の策定、会議の実施、広報紙の発行等に係る組織運営の拡充   

 
 
 
 
 
 
新 

広報紙発行・ＰＲ事業 ３月 全住民 
広報紙の作成発行、情報発信支援等実施
（地区内の広報チラシ折込支援）→当会ＰＲ 

圧着 A4ハガキ、〒料・印刷費高騰

で発行 1回 3/**（現在 1471全戸） 

組織拡充事業 
（ＩＴ活用、情報提供の通信員） 

通年 全住民 
地区の身近な情報共有に向けて、WEB サ
イトの改善、ＩＴ機器の導入と活用 
地域密着の情報提供へ通信員の協力促進 

Ｗｅｂサイト随時更新（蓮沼関連） 

委員「ラインワークス」活用推進 

（事業別の情報発信～共有） 

「ちょこっとボランティア」ＰＲ
推進で、委員の拡充を継続 

通年 全住民 
協議会行事へ参加・協力していただく委員
募集を講座参加者・広報で呼びかけ 

気軽な助っ人役「ちょこっとボラン

ティア」既 3月広報～募集告知中 

委員向けの情報共有 
会のＰＲ・認知度アップ 

通年 委員 
会全体、各部会の取組み理解・共有、ＰＲ・

認知度アップへ資材活用（名入キャップ） 

委員全体の一体感の醸成⇒全体

会年 3回（6・7・10月） 新資材活用 

各種会議 
 
各種研修会 

通年 委員 

・全体会（年 3回） 6月総会、7月、10月 
・役員会（月 1回定例） 会計監査 
・各部会会議（隔月） 

・各種実行委員会 
・各種研修会への参画 

・年次定時総会（対面 6/7㊏）**名 
・7/**全体会 「地域防災」**名 
・11/**県「協働まちづくりセミナー」*名 
・11/**社協「福祉有償運転講習会」*名 
・1/**山武市「まちづくりセミナー」*名 
・2/*市内３協議会「**研修会」*名 
・3/**山武市「成果報告会 in さんむ」*名 

※例言・・・ 新＝今年度新規に取り組む内容の事業   拡＝前年度実績から拡充して取り組む内容の事業   再＝前々年度の実施事業を再起動 
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 蓮沼むらづくり協議会規約 

                     ※【一部改訂】案（囲み部分加筆） 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 本会は、蓮沼むらづくり協議会（以下「協議会」という。）と称する。 

（目的） 

第２条 協議会は、市民協働による地域づくり活動を通じて、豊かな環境を守り、生きが

いと元気を生み出す深い絆で結ばれた愛着あるふるさとづくりの実現に寄与すること

を目的とする。 

（事業及び活動地域） 

第３条 協議会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

（１）福祉及び防災の推進に関すること。 

（２）環境の保全及び産業の振興に関すること。 

（３）教育の推進及び郷土文化の振興に関すること。 

（４）前各号に係る活動の担い手の育成及び支援 

（５）その他目的達成のために必要な活動 

（事務所） 

第４条 協議会の事務所は、蓮沼むらづくり協議会会長宅に置く。 

 

第２章 組織 

（会員） 

第５条 協議会の会員は、次に掲げるとおりとする。 

（１）蓮沼地区の住民 

（２）蓮沼地区の団体・事業者等で役員会の承認を得た者 

（３）その他会長が必要と認める者 

 （委員） 

第６条 協議会の委員は、総会で承認された、各種活動団体の代表する者並びに会長が推

薦する者をもって充てる。 

（役員） 

第７条 協議会に次の役員を置く。 

（１）会長   １名 

（２）副会長  ２名 

（３）事務局長 １名 

（４）事務局員 若干名 

（５）会計   １名 

（６）幹事   若干名 

（７）監事   ２名 

（８）顧問   若干名 

２ 役員は、委員の中から総会において選出する。 
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（役員の任務） 

第８条 役員の任務は、次のとおりとする。 

（１）会長は、協議会を代表し会務を総括する。 

（２）副会長は、会長を補佐し会長に事故があるときはその職務を代理する。 

（３）事務局長は、協議会運営に関する事務を所掌するとともに、組織構成や関係機関と 

の連絡・調整等を行う。 

（４）事務局員は、事務局長の職務を補佐する。 

（５）会計は、協議会の運営及び活動に伴う事務及び経理を担当する。 

（６）幹事は、担当する部会の運営及び必要に応じて会務を分担する。 

（７）監事は、協議会の会計監査を担当する。 

（８）顧問は、協議会運営に関する必要な助言を行う。 

（役員の任期） 

第９条 第７条の役員の任期は２年とする。ただし再任を妨げない。 

２ 補欠により選出された役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（部会） 

第 10条 協議会は、事業の推進を図るため次の部会を設置する。 

（１）福祉防災部会 

（２）環境産業部会 

（３）教育郷土文化部会 

２ 各部会に次の役員を置く。 

（１）部会長 １名 

（２）副部会長 １名 

（３）部会員 必要な人数 

３ 部会長は、会長が指名し、幹事に推薦する。 

４ 副部会長は、部会員の中から部会長が指名する。なお、部会長は、必要に応じ会計そ

の他役員を置くことができる。  

（部会員の任期）  

第 11条 部会員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。  

２ 補欠部会員の任期は、前任者の残任期間とする。  

 

第３章 会議 

（会議） 

第 12条 協議会の会議は、総会、役員会及び部会とする。 

２ 協議会の会議に必要と認めるときは、会議に所属する以外の者の出席を求め意見を聴

くことができる。 

（総会） 

第 13条 総会は、協議会の最高議決機関であって、委員をもって組織する。 

２ 総会は、会長が招集し、毎年１回、定期総会を開催するほか、会長及び役員会におい

て必要と認めたとき臨時総会を開催する。 

３ 総会の議事は、出席者の過半数によって決する。 
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４ 総会は、次の事項を決定する。 

（１）地域むらづくり計画 

（２）役員等の選任に関すること。 

（３）予算及び決算に関すること。 

（４）本規約の改廃に関すること。 

（５）その他、重要事項に関すること。 

５ 緊急を要する場合は、総会の決定事項について、役員会で決定することができる。た

だし、この場合はこれを総会に報告し、承認を得るものとする。 

（役員会） 

第 14条 役員会は、第７条に定める役員をもって構成する。 

２ 役員会は、必要に応じて開催する。 

（部会）  

第 15条 部会は、必要に応じて部会長が招集する。  

２ 部会は、各所管事項の企画及び執行にあたる。  

３ その他、部会の運営等に関し必要な事項は、部会長が定める。 

 

第４章 財務 

（会計） 

第 16条 協議会の経費は、賛助金、補助金、交付金、その他の収入をもって充てる。 

（会計年度） 

第 17条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

（会計等帳簿の整備） 

第 18条 協議会は、収入、支出及び資産を明らかにするため、帳簿を整備する。 

（監査と報告） 

第 19条 監事は、会計年度終了後に会計監査を行い、総会に報告する。 

 

第５章 その他 

（委任） 

第 20 条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営等に関し必要な事項は、会長が別

に定める。 

 

附 則 

  

 この規約は、平成２７年６月１４日から施行する。 

 

 

   改廃履歴 

 【一部改定】（令和元年５月１２日総会）第７条・第８条に、事務局員・顧問を追記。 
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山
武
市(

 

蓮 

沼 )

ゆ
か
り
の
児
童
文
学
作
家 

 
 
 

『
北

き

た 

川が

わ 

千ち 

代よ

』
を 

ご
存
じ
で
す
か
？       

 
           

 
 
    

 
 

 
 
 
 

 

名
作 

『絹
糸
の
草
履
』 

で
知
ら
れ
る
、
童
話
作
家
の
北
川
千
代
が
蓮
沼
の
地
に
移
り
住

ん
だ
の
は
、
昭
和
十
五
年(

一
九
四
○
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
四
十
六
歳
で
あ
っ
た
が
、

蓮
沼
村
殿
下
（
現
山
武
市
蓮
沼
ロ
）
に
あ
る
「
汐
入
沼
の
ほ
と
り
の
家 

(

水
荘)

」
を
仕
事

場
と
し
て
、
『青
い
麦
の
穂
』 

な
ど
数
多
く
の
作
品
を
残
し
た
。  

【
蓮
沼
村
史
の
記
述
か
ら
】 

 六
十
三
の
作
品
の
内
、
三
十
三
作
品
は
蓮
沼
の
仕
事
場
で
書
か
れ
ま
し
た
。 

蓮
沼
の
様
子
を
作
品
に
し
た 

『
村
の
た
よ
り
』 

や
地
域
の
方
言
を
巧
み
に
使
っ
た 

『
小
さ
い
あ
ら
し
』 

が
あ
り
ま
す
。 

「
ゆ
か
り
の
著
名
人
」 

な
が
ら
、
年
配
の
方
で
さ
え

「
名
前
し
か
知
ら
な
い
。
」 

と
い
う
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。 

そ
こ
で
、
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
・
ご
協
力
と
発
刊
さ
れ
て
い
る
資
料
を
も
と
に
紹
介

し
ま
す
。 

   

 
 

 

▲ １８９４～１９６５ 

 

 

 

▲千代生誕の地 

日本煉瓦製造(株)跡地 

現在の資料館 

 

 

晩年の千代の肖像／肘をかけて

いるのが下の写真の火鉢   ➡ 

かけて  

 

 

▼晩年を過ごした蓮沼の自宅 

「池すのおばさん」と 

呼ばれた由縁  

▼愛用したメガネとペン 

 

 

 

 

▼千代が自宅で使用した火鉢 

 

 

生
ま
れ
故
郷
の
「記
念
碑
」 

 

故
郷
の
深
谷
周
辺
の
様
子
を
描
い
た
作
品
の
一
つ
が 

『お
父

さ
ん
の
村
』 

で
す
。 

平
成
十
四
年
（二
○
○
二
）十
月
に
「北
川
千
代
顕
彰
会
」
が
、

千
代
の
功
績
を
後
世
に
残
そ
う
と
、
城
址
公
園
通
り
沿
い
に
建

立
し
た
文
学(

記
念)

碑
に
は
、
当
時
の
自
然
豊
か
な
春
の
情
景

が
伺
え
る
一
文
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

  
 

  

 
 
 
 
  

  
 
 
 

千
代
時
世
の
句 

 
 
 
 
  

 
 
 

猫
の
た
め 

少
し
あ
け
お
く 

寒
さ
か
な 

 
     

 
 
 

種
子
一
つ 

残
さ
で
散
り
ぬ 

寒
椿 

 

蓮
沼
が
モ
チ
ー
フ
と
思
わ
れ
る 

千
代
の
代
表
作 

   

・ 

・ 

・ 

ほ
ら
太
東
岬
と
銚
子
の
犬
吠
埼
と
の
間
に
、
九
十 

九
里
浜
っ
て
い
う
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

ぼ
く
の
き
た
村
は
そ
の
長
い
海
岸
の
ち
ょ
う
ど
ま
ん
中  

ご
ろ
な
ん
だ
よ
。 

こ
の
村
は
海
に
面
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
漁
を
し
て
い  

る
の
は
浜
ぞ
い
の
方
の
人
た
ち
だ
け
で
、
あ
と
は
た
い
て
い 

お
百
姓
だ
。 

い
ま
は
も
う
春
で
、
地
引
き
も
そ
ろ
そ
ろ
は
じ
ま
る
か 

ら
元
気
づ
く
だ
ろ
う
。 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
            

（ 

『村
の
た
よ
り
』 

よ
り 

） 

  
 

・ 

・ 

・ 

浜
で
は
ま
い
朝
地
引
き
あ
み
の
板
木
（ば
ん
ぎ
）が 

鳴
り
ま
す
。 

そ
し
て
そ
れ
を
手
つ
だ
え
ば
、
だ
れ
に
で
も
魚
を
わ
け 

て
く
れ
る
の
で
す
。 

ト
シ
子
や
テ
ル
子
の
友
だ
ち
に
も
、
そ
の
す
け
っ
と
（助 

っ
人
）に
行
く
も
の
は
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。 

「だ
っ
て
も
売
る
ほ
ど
は
く
れ
め
。
」と
、 

 
 

ね
い
さ
ん
だ
け
に
ト
シ
子
の
方
が
慎
重
で
す
。 

「そ
し
た
ら
う
ち
で
食
っ
た
ら
よ
か
べ
。
そ
い
だ
っ
て
、 

買
わ
な
い
だ
け
う
ち
の
得
く
だ
。
」 

 
 
 
 

「そ
う
だ
な
ぁ
。
じ
ゃ
地
引
き
に
行
く
べ
か
。
」 

     

「う
ん
、
行
く
べ
行
く
べ
。
・・・」 

                        

（ 
『小
さ
い
あ
ら
し
』 

よ
り 

） 

   

千
代
の
執
筆
作
品
や 

 
 

翻
訳
作
品 

 

 

 

 

碑 
 
 

文 

 
四
月
に
な
る
と
、 

畠
の
麦
の
ほ
は
の
び
、 

 
 

な
の
花
は
ち
ら
ち
ら
と 

 
 

黄
色
く
さ
き
は
じ
め
、 

 
 

利
根
川
へ
は
い
る 

新
川
の
土
手
に
は
、 

 
 

た
ん
ぽ
ぽ
や
、 

 
 

れ
ん
げ
そ
う
の
花
が
さ
い
て
、 

 
 

村
は
ま
る
で
絵
の
や
う
に 

 
 

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

「お
父
さ
ん
の
村
」よ
り 

※掲載資料のご提供に感謝申

し上げます。 

・ご遺族様やゆかりの方々 

・さいたま文 学 館 様 

・深谷市(人権政策課) 様 

・北川千代顕彰会(深谷市) 様 

・山武市歴史民俗資料館 様 

 

 

 

・ 

 

▲みつばちマーヤの冒険     ▲青い麦の穂         ▲花の地球 

＜2021年１２月発行：蓮沼むらづくり協議会＞ 

◇掲載の写真は、上記の皆様の提供の他、深谷市教育委員会様発行の冊子「深谷で生まれた児童文学作家：北川千代」から転載させていただきました。 



  
 

 

初
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長 

昭
和
二
十
三
年(

一
九
四
八)

三
月
、
蓮
沼
村
小
・
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
発
足
し
、
千
代
は
初
代
副
会
長
に
就
任
し
ま

す
。  

 

子
ど
も
の
い
な
い
千
代
で
し
た
が
、
自
ら
特
別
会
員
と

し
て
の
入
会
を
申
出
た
う
え
で
、
役
員
に
推
挙
さ
れ
た
と

聞
き
ま
す
。 

ま
た
、
学
校
へ
自
ら
の
作
品
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

図
書
を
寄
贈
し
、
そ
れ
は
「
北
川
文
庫
」
と
称
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

千
代
の
残
し
た
児
童
文
学 

児
童
文
学
者
と
し
て
の
道
を
歩
ん
だ
千
代
は
、
多
く
の

作
品
を
残
し
ま
し
た
。
中
に
は
竹
久
夢
二
が
挿
絵
を
添
え

る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。 

外
国
の
童
話
の
紹
介
に
も
熱
心
で
、
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童

話
』 

『
家
な
き
子
』 

『
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
』
等
、
今
で
も
親
し
ま

れ
て
い
る
作
品
も
手
が
け
ま
し
た
。 

昭
和
三
十
九
年(

一
九
六
四)

に
は 

『
み
つ
ば
ち
マ
ー
ヤ

の
冒
険
』 

で
、
児
童
文
芸
家
協
会
か
ら
第
６
回
児
童
文
化 

功
労
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

千
代
が
亡
く
な
っ
た
後
の
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六

九
）
に
は
、
彼
女
の
業
績
を
記
念
し
て
日
本
児
童
文
学
者

協
会
に
よ
り
、
新
人
童
話
作
家
の
登
竜
門
と
い
え
る 

「
北
川
千
代
賞
」 

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
桶
川
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た

県
立
さ
い
た
ま
文
学
館
で
は
、
千
代
の
コ
ー
ナ
ー
が
常

設
展
示
さ
れ
、
貴
重
な
資
料
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

 

北
川
千
代
さ
ん
の
想
い
出 

 
 

千
代
さ
ん
は
、
私
が
女
学
校
二
年
生
（
数
え
十
四
歳
・

昭
和
十
四
年
）の
春 

蓮
沼
へ
越
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。 

 
 
 

昔
、
我
が
家
の
別
荘
だ
っ
た 

「
池
す
」 

を
買
い
、
或
る 

日
お
じ
ち
ゃ
ん
と
二
人
で
我
が
家
に
挨
拶
に
見
え
た
。 

 
 
 

「
ス
テ
キ
な
方
だ
な
あ
！
」と
思
っ
た
。 

私
の
両
親
と
話
が
合
い
、
夜
遅
く
ま
で
お
い
で
に
な
っ

た
。 

 
 
  

私
は
、
昭
和
十
九
年
結
婚
し
地
元
の
医
家
へ
嫁
い
だ 

が
、
千
代
さ
ん
は
私
の
夫
と
文
学
の
こ
と
で
気
が
合
い
、 

良
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。 

 
 
  

東
京
へ
は
、
一
ヶ
月
に
二
回
位
お
出
か
け
に
な
ら
れ
、 

其
の
つ
ど
子
供
達
に
田
舎
に
は
な
い
モ
ダ
ン
な
プ
レ
ゼ 

ン
ト
を
下
さ
っ
た
。 

          

私
も
時
々
先
生
の
お
宅
へ
お
邪
魔
し
、
め
ず
ら
し
い 

物
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
。 

特
に
ご
主
人
様
の
実
家
の
能
登
か
ら
、
美
味
し
い
お

魚
な
ど
が
届
き
め
ず
ら
し
か
っ
た
。
人
生
に
つ
い
て
の
事
、

又
ご
自
分
の
歩
い
て
き
た
道
を
こ
ま
ご
ま
と
話
し
て
く

れ
た
。 

一
番
の
シ
ョ
ッ
ク
は
何
と
言
っ
て
も
ご
主
人
さ
ま
の
死 

で
し
た
。 

 
 

泣
い
て
泣
い
て
涙
も
出
な
い
と
・・
・ 

お
葬
式
は
ご
く
簡
単
で
し
た
。
そ
れ
以
来
特
に
文
学 

 

 
 

に
挑
み
ま
し
た
。
思
い
出
は
尽
き
ず
、
な
つ
か
し
さ
が
胸 

の
中
に
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

平
成
十
五
年
十
一
月
十
五
日 

 

  
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
 
  

 
 
 

Ｔ
・Ｋ 

「
北
川
千
代
顕
彰
会
」 

様 

宛
て
の
手
紙
の
一
遍 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

汐入沼のほとりの家 

(水荘＝池す) で 

▲代表作：春やいずこ 絹糸の草履 

▲翻訳作品：ピーターパン等 

 

北
川
千
代 

誕
生 

名
作 
『
春
や
い
づ
こ
』 

で
知
ら
れ
る
童
話
作
家
の
北

川
千
代
は
、
明
治
二
十
七
年(

一
八
九
四)

埼
玉
県
大
里

郡
大
寄
村
敷
免
（
現
在
の
深
谷
市
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
。  

父
の
俊
は 

東
京
府
の
士
族
、
母
の
ち
ょ
う
は
新
町
の

富
沢
氏
の
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

俊
は
渋
沢
栄
一
が
設
立
し
た
日
本
煉
瓦
会
社
の
工
場

長
と
し
て
活
躍
し
、
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
新
し
い
技
術
を

持
ち
帰
り
、
日
本
煉
瓦
の
品
質
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ

ま
し
た
。 

北
川
家
は
東
京
の
西
大
久
保
に
あ
り
ま
し
た
が
、
家

族
と
と
も
に
埼
玉
に
赴
任
し
た
後
は
、
工
場
内
の
社
宅

で
生
活
し
て
お
り
、
千
代
も
こ
の
社
宅
で
生
ま
れ
ま
し

た
。 当

時
市
内
最
大
の
工
場
の
責
任
者
の
娘
で
あ
っ
た
千

代
は
優
し
い
父
母
に
囲
ま
れ
、
経
済
的
に
も
裕
福
で
し

た
。
９
人
兄
弟
の
長
女
で
あ
っ
た
千
代
に
は
、
３
人
の
兄

と
妹
が
２
人
、
弟
が
３
人
い
ま
し
た
。 

長
兄
の
隆
三
と
末
弟
の
文
夫
は
画
家
、
弟
の
武
夫

は
初
め
て
『ピ
ノ
キ 

オ
』
を
紹
介
し
た 

翻
訳
家
、
と
い
う 

よ
う
に
千
代
の
兄 

弟
に
は
、
絵
画
や 

文
学
を
志
す
者
が 

多
く
、
こ
れ
は
ド 

イ
ツ
留
学
の
経
験 

を
持
つ
父
の
影
響 

だ
と
さ
れ
て
い
ま 

す
。 

 

 

結
婚
と
離
婚 

大
正
四
年
（
一
九
一
五)

、
人
気
作
家
の
江
口
渙
と
結

婚
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九)

、
雑
誌 

『
赤
い
鳥
』 

に
童

話 

『
世
界
同
盟
』 

を
発
表
し
ま
す
。
以
後
、
童
話
を
新

聞
や
雑
誌
に
、
少
女
小
説
を
『
令
女
界
』 

『
少
女
倶
楽

部
』
な
ど
に
掲
載
し
ま
し
た
。 

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二)

、
二
十
二
歳
の
時
に
江
口

と
離
婚
し
、
そ
の
後
、
足
尾
銅
山
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
指
導

者
で
あ
っ
た
、
高
野
松
太
郎
と
生
活
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

 

蓮
沼
に
き
た
千
代 

 
 

千
代
が
蓮
沼
の
地
に
移
り
住
ん
だ
の
は
昭
和
十
五
年

(

一
九
四
○)

の
こ
と
で
し
た
。
当
時
四
十
六
歳
で
あ
っ

た
千
代
は
殿
下
区
に
あ
っ
た
与
謝
野
鉄
幹･

晶
子
夫
婦

の
別
荘
を
２
千
５
百
円
で
購
入
し
ま
し
た
。 

こ
の
別
荘
は
４
反
歩
（
４
千
㎡
）
程
の
敷
地
の
ほ
と
ん

ど
が
池
で
、
蓮
沼
の
網
元
で
あ
っ
た
小
川
新
兵
衛
氏
が

書
斎
と
し
て
建
築
し
た
も
の
で
し
た
。
千
代
は
「
汐
入
り

の
沼
の
ほ
と
り
の
家
」と
呼
ば
れ
た
こ
の
家
を
仕
事
場
と

し
て
、
『
青
い
麦
の
穂
』 

『
お
父
さ
ん
の
村
』 

『
沼
の
ほ
と

り
』 

な
ど
数
多
く
の
作
品
を
残
し
ま
し
た
。 

昭
和
十
八
年(

一
九
四
三)

、
夫
の
松
太
郎
が
蓮
沼
の

地
で
永
眠
し
た
後
、
周
囲
の
温
か
い
好
意
に
包
ま
れ
、
千

代
は
蓮
沼
に
永
住
す
る
こ
と
を
決
め
、
東
京
世
田
谷
の

自
宅
を
売
っ
て
本
籍
も
移
し
ま
し
た
。 

当
時
の
日
記
に
は 

「
殿
下
の
祭
り
。
屋
根
屋
さ
ん
よ

り
強
飯
（
赤
飯
）
を
、
局
長
さ
ん
よ
り
す
し
を
、
女
医
さ
ん

よ
り
餅
を
も
ら
う
」 

と
あ
り
ま
す
。 

 
 

蓮
沼
村
の
住
民
と
な
っ
た
千
代
は
、
戦
中
か
ら
戦
後

に
か
け
て
、
村
の
人
々
か
ら
「
池
す
の
お
ば
さ
ん
」
と
か 

「
沼
の
お
ば
あ
さ
ん
」
と
慕
わ
れ
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六

五)

、
七
十
一
歳
で
永
眠
す
る
ま
で
、
村
の
人
に
な
り
き

っ
た
生
活
を
し
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。 

 

千代 ２９歳 

大正１５年頃の夫妻 

 

 

千代 １３歳 

 
東京駅を模してレンガ調の造

りで改築された JR深谷駅 



＜蓮沼の偉人伝承事業＞ 蓮沼むらづくり協議会・令和４年度事業 

秋葉 祐之（あきば すけゆき） 

1895（明治28）～1968（昭和43）蓮沼村出身 

 東京高等師範学校在学中からマラソン選手として
活躍する。卒業後に中学校教諭となってからも、金栗
四三とともに、1919（大正8）年の下関ー東京間マ
ラソン、1922（大正11）年の樺太ー東京間マラソン
に出場。選手としての一線を退いた後は、1958（昭
和33）年から、故郷の蓮沼村で教育長を務めた。 

▲二人の熱き思いは箱根駅伝へ 秋葉㊧ 金栗㊨／出典：【東京坂道ゆるラン】ＷＥＢ 

す
け 

 
 

ゆ
き 

▲「広報さんむ」2019年 
4月号で特集掲載 
＜中ページで紹介＞ 

◆日本が初めてオリンピックに参加した1912（明治45）年のストック
ホルム大会では、金栗四三（かなくり しそう）がマラソン競技に出場
しました。金栗は「日本マラソンの父」とも呼ばれ、2019年NHK大河ド
ラマ「いだてん」でも注目された人物。 
◆この金栗に才能を見いだされ、共に陸上競技の普及に努めたのが、
旧・蓮沼村出身の秋葉祐之。 

◆秋葉は、教員養成機関であった東京高等師範学校（現・筑波
大）で金栗の指導を受ける。在学中は、日本陸上競技選手権の25
マイル（約40km）競技で連覇を果たすなど、長距離ランナーとしての
才能を開花。 

◆卒業後、秋葉は理科の教員として木更津中学校（現・県立木更
津高）へ。教壇に立つ傍ら、オリンピック選手など一流の陸上選手を
招き、生徒たちとの交流の機会づくりなど、陸上競技を熱心に指導。
◆1922（大正11）年には金栗と共に、約1600㌔を走破する樺太
～東京間マラソンなど、多くの人々にマラソンの楽しさを伝えました。 

▼100年前の足袋シューズ 
（樺太－東京間の走破時） 

▲この展示は、東京2020オリ･パラ大会の500日前を記念して、   
  2019年3月に山武市が開催した特別企画展。 



▼「広報さんむ」2019年4月号で特集掲載 



＜蓮沼の偉人伝承事業＞ 蓮沼むらづくり協議会・令和７年度事業

【山
武
市(

蓮
沼)

出
身
】球
界
屈
指
の
快
速
球
ピ
ッ
チ
ャ
ー

現
「山
武
市

名
誉
ス
ポ
ー
ツ
大
使
」

鈴
木

孝
政

▼【心揺さぶる名言】        
「相手はごまかせても、ボールはごまかせませんでした。」

（1989/10/7の引退会見にて）
▼引退後は、野球解説者､投手コーチ､二軍監督を歴任
▼2016年  ｢ドラゴンズベースボールアカデミー」初代校長
に就任

▼2018年3月 ｢山武市名誉スポーツ大使｣に就任

▼蓮沼中学校から成東高校へ
進学、速球を武器に1年秋から
エースの座に着く。
▼1972年のプロ野球ドラフト
会議で中日ドラゴンズに1位指
名されて入団。
▼150km台の伸びる快速球を

武器に、ロングリリーフもこなす
救援投手で活躍。

現役時の
 サインボール

▲出典：「週刊ベースボールonline」Web
『球界200人が選んだ速球王ランキング
第12位・鈴木孝政』より



▼蓮沼中 ▼成東高 ▼中日ドラゴンズ

一
筋

選
手⇒

投
手
コ
ー
チ(

一
軍
・二
軍)⇒
二
軍
監
督

“背
番
号
29
”の
由
来
（球
団
か
ら
提
示
エ
ピ
ソ
ー
ド
）

⇒
昭
和
２
９
年
生
ま
れ
で
、
実
家
が
お
肉
屋
さ
ん
。

道の駅オライはすぬまに
ゆかりの品を多数展示

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ


